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・豊かな感性をもち、心身ともに健やかな生徒   ・自分で考え、判断し、生活することを楽しむ生徒 

・お互いの良さを認め合い、ともに活動する生徒  ・働くことを喜び、自ら社会に参加する生徒 
 

ＳＤＧｓ探究！きれいなまちをめざして 
 

「総合的な探求の時間」では、ＳＤＧｓの視点から、環境や自然、地域について学ぶことで、持続可能な社

会の実現について考えるきっかけを得ることをねらいとしました。生徒の希望により、「まちをきれいにしよ

う」「ごみについて考えよう」の二つのグループに分かれて事前学習を進め、10月23日（木）に校外学習を行

いました。それぞれのグループでテーマに沿った体験活動に取り組み、事後学習では、「ごみを減らすため

に、無駄な買い物はしない」「しっかりごみを分別したい」「他の駅でもごみを拾いたい」などと、自分たち

ができることに気付き発表する生徒が多くいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留学生と学ぶ 世界とつながる時間 

外国の人々の生活の様子などに着目して、日本の文化や習慣との違いについて考えることをねらいに、10月

20日(月)、大学よりフランス人の留学生をお招きして、「外国の文化に親しもう（留学生との交流）」を実施

しました。事前に音楽の授業で練習していた「オー・シャンゼリゼ」を歌ってお迎えし、留学生からはフラン

スの文化について教えていただいたり、フランスのお菓子をいただいたりして、楽しく学ぶことができまし

た。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

自分らしく 
 たくましく  

「まちをきれいにしよう」＊仙台駅周辺～中央通りのごみ拾い＊ 

「ごみについて考えよう」＊松森工場・資源化センター＊ 


